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序 論

　 生食 用カ ンキ ツの育種 を実施 す る際 には,か いよ う病,そ うか病及 び トリ

ステ ザ ウイル スの主要 な病 害抵抗性,栽 培性,結 実性 並び に果 実品質等 に留

意す る必要が ある。 しか し,カ ンキツ は嗜好品 である ので,他 の形質が優 秀

で も果 実 品質 が優れ て いな けれ ば新 品種 と して の登録 は望 めな い。 その た

め,実 際 には 果実品質 に最大 の留意 を図 り,果 実の大 き さ,果 皮色,果 面 の

粗 滑,果 皮の 厚 さ,香 り,糖,酸,苦 味,果 肉 色,果 汁の 多少,剥 皮性,

じょ うの う膜 の硬 さ及 び含核 数等の 多岐 にわた る個 々 の形質 につ いて育種 目

標を 設定 し,果 実品質 の優れ た新品種 の育成を 目指 して いる。 この うち,含

核数 は生食の 際だけで な く,ジ ュース 等の加工 に際 して も重要 視 され る形質

であ り,無 核性で ある ことが望 ま しい。

　 現実 に,世 界 の主要 品種であ るス イー トオ レ ンジ類 の`ワ シ ン トン'ネ ・一

ブル オ レンジ を始 めと したネ ーブルオ レンジ,　 `バ レ ンシア',　 `シャ ムー

テ ィ',　 `ハ ム リン',　 `サルスチ アーナ'及 び`タ ロ ッコ'等 はいず れ も

無 核 又 は含 核 数 が5個 以 下 の 少 核 で あ り,グ レー プ フ ル ー ツ 類 の`マ ・一

シュ'も 含核 数 は少な い。我 が国の主 要品種 の ウンシ ュウミカ ンの各 品種 も

無核 で ある。 これ らの ことか らも,今 後 育成 され る品 種は無核 か少核性 で あ

る ことが必要で,そ うでなけれ ば主要 品種 とはな り得な いと考え られ る。

　 無核 品種の育 成の一 つ と して は,人 為的な突 然変異の 誘発 による方法 が あ

る。 既 に,ス イー トオ レンジ,グ レー プフル ー ツ及び ク レメンテ ィンに おい

て は,種 子や 穂木 に放 射線 を照射す る ことによ り,有 核品種 の無核化が 図 ら

れ て い る(Hensz,1971;Russoら,1981;Hearn,1986;

Starrantinoら,1988;Chenら,1991)。 この手法 は含核 数以外の 果実

形質 が優れて いる品種 の改良 には有効 であるが,現 在 の我が国 にお ける有核

の主 要品種で ある`宮 内伊予柑',　 `川野 なつだ いだ い'及 び ハ ッサク は,

含核 数以外 に も食味,剥 皮性,耐 病 性 な ど改 良す べき点が多 く,無 核 とな っ

たと して も新 た に消費 が増加 する可能 性 は低 い。 この ことか ら,放 射線 照射

は既 存の有核 性品種の 無核化 には有効 で あるものの,現 実 には利用価値 が あ

ま り高いとは言えな い。

　従 って,新 た な無核 性品種は,そ の他の果実 形質,栽 培性 と もに優れ た も

のを交雑 によ って育成すべきである。

　交雑 による無核 性 品種 の育成 と して は,三 倍体(2n=27)の 利用が 考え ら

れる 。カ ンキ ツ属 の品種 は人 工的 に育 成,選 抜 され た ものを除 き,三 倍体 の

タ ヒチライ ム(Krug・Bacchi,1943)以 外 は全 て二 倍体(2n=18)で あ

る。 三倍 体 に よ る 無 核 性 品種 の 育成 は ア メ リカ合 衆 国 で 実施 され て お り

(Soost・Cameron,1980;1985),三 倍体 品種育成 に関する研究 も多数
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